
社会科学習授業案 

日 時 平成 24年 10月 4日(木) 

場 所 ○○中学校 第 3学年教室 

生 徒 男子 13名 女子 7名 計 20名 

授業者 ○○ ○○ 

 

１ 単元名：地方の政治と自治 

 

２ 単元について 

（１）単元観 

北海道東部に位置する浜中町。人口６，４６９人（平成２４年７月現在）の本町は漁業と農業を

基幹産業としている。具体的に挙げると、日本一の天然昆布の産地であり、高級アイス“ハーゲン

ダッツ”の原料乳の産地としても知られている。また、本町独自の取り組みとしてＩＳＯ基準を導

入しての環境保全やルパン三世を活用した地域おこしを行っている。 

この単元では地方自治の仕組みを学びながら政治に参加する公民の育成をねらいとしている。具

体的には「地方公共団体の組織と役割、地方自治の制度」「地方財政」「地方政治の住民参加」に分

けられる。「地方公共団体の組織と役割、地方自治の制度」では、地方自治の概要にふれながら地方

公共団体の仕事や首長・地方議会の役割について取り扱う。「地方財政」では、地方公共団体の歳入

と歳出の内訳や地方債の推移、市町村合併が進んだ背景について取り扱う。「地方政治の住民参加」

では、住民投票が地方自治に及ぼす影響力、ボランティア活動とＮＰＯが地域社会へ与える効果に

ついて取り扱う。 

学習指導要領では、イ 民主政治と政治参加 について「地方自治の基本的な考え方について理

解させる。その際、地方公共団体の政治の仕組みについて理解させるとともに、住民の権利や義務

に関連させて、地方自治の発展に寄与しようとする住民の自治意識の基礎を育てる。」とねらいが定

められており、内容の取扱いについて（ア）「調査や見学などを通して具体的に理解させること」と

示されている。すなわち社会参画を担う住民の育成のため、地方自治をより身近に感じながら学習

することが必要とされている。また、言語活動の充実を図るため、学び得た知識や収集した資料・

情報をまとめ、発表する学び方がより重視されている。 

従ってこの単元では、地方自治を通して自分たちが住む浜中町をよりよい町にしていくための方

法を模索し、互いの意見を理解ながら学びあうこと。そして考え出した意見をまとめ、提案しあう

ことによって社会へ参画していく姿勢を養うことをねらいとする。 

その具体的な取り組みとして、①グループごとに浜中町をよりよい町にするための条例を作成す

る。②浜中町役場を訪問した際に、条例に対するアドバイスや自分たちが感じた質問を役場担当者

の方に回答していただく。③グループごとに作成した条例と役場でいただいたアドバイスをパワー

ポイントでまとめる。④発表会で条例を発表し、互いに作成した条例について理解・評価しあう。

以上の４点を単元構成に取り入れ、授業を展開していく。 

 



（２）生徒観 

 

《 省 略 》 

 

（３）指導観 

以上の事と、本町教育研究所の研究内容を関連させ、次のような視点で授業を構成した。 

研究主題「一人ひとりの意欲を引き出し、『確かな学力』を育む授業を目指して」 

～知識・技能の習得・活用を促す授業づくりを通して～ 

○習得・活用・探究について 

公民について考察する力、説明する力をつけさせるためには、公民的事象の「習得・活用・探

究」の相互関連学習となる授業を行うことが重要である。その学習の流れは、習得（「知った」「覚

えた」）→活用・探究→理解（「わかった」）⇒「もっといろんなことを調べてみよう・考えてみよ

う」→活用・探究→習得（「なるほど」「よく分かった」）というものである。ここに出てくる「覚

えた」とは、個別事象を機械的・表面的に記憶することであり、「わかった」は、思考や表現の過

程なども踏まえて学習内容を深く身に付ける学習である。これらを通じて、公民を自らの課題意

識に基づき考察し自分の言葉で表現（「伝える」）できる力が育成され、学習内容の確かな理解と

定着を図るものである。 

「習得」・・・学ぶ知識や技能がなぜ必要なのか、どのように役立つか理解させて習得させること。 

「活用」・・・習得した知識や技能を「活用」して、新たな学習内容を解釈し、考えを表明する言

語活動を伴う読解型学力として定着させること。社会科では、解釈・説明・論述な

どの学習活動を指す。 

解釈…例、「公共の福祉とはどのようなことを意味するのでしょうか」など、社会的事象の意

味や意義の解釈を行うことが考えられる。 

説明…社会的事象の特色や事象間の関連を説明することが求められる。 

関連…原因と結果の関連や目的と手段との関連、地域間の関連（どのような依 

存関係があるか）などが考えられる。 

論述…様々な場面について自分の考えや意見をレポートにまとめる活動などが考えられる。

ここでのポイントは、自分の結論の妥当性や根拠を挙げながら論理的に示すことであ

る。 

「探究」…課題解決のために新たな資料・情報を収集し、どうあればよいかを考察させる。 

 

○考えたことをまとめ、自分の言葉で発言し、言語力を伸ばす授業構成の工夫 

学習指導要領では、思考力・判断力・表現力等を養うため、習得した知識を活用して、社会的

事象について考えたことを説明させたり、自分の意見をまとめさせたりする活動が求められてい

る。また、考えさせる場合には、資料を読み取らせて解釈させたり、議論などを行って考えを深

めさせるなどの工夫をすることが求められている。そのため、本単元では生徒が主体的に課題に

取り組み、発表に至るまでの間で以下のような学習活動を取り入れている。 

  



①浜中町をもっとよくするための意見交流 

４つのグループに分かれ、浜中町の実態をグループごとに調べ、グループ内で意見交流を行

い、意見をまとめる。 

②浜中町役場を訪問見学 

意見をまとめた上で役場を訪問し、自分たちの意見を役場の方に提案し、意見をもらう。ま

た、役場内を見学することにより、地方自治体の仕組みと活動をより実感することができる。 

③「浜中町をよりよくする条例」発表会 

役場で得られた意見やアドバイス、情報をもとに自分たちが考える浜中町の未来を拓く条例

を発表する。発表を聞きながら互いの特色を理解し合い、学びあう時間を共有する。 

 

この３つの活動を中心に、生徒一人ひとりが自らの考えを具体的な形へと変化させ、そして発

表できるように指導していきたい。 

 

３ 単元目標 

・自分たちが住む地域社会への関心を高め、住民の一人として、地方自治の発展に寄与しようとする

自治意識の基礎を育てる。（関心・意欲・態度） 

・地方自治が直接請求という直接民主制の方法を導入している理由について、具体的な事例に基づい

て、多面的・多角的に考察させるとともに主権者としての政治参加の在り方について考えさせる。（思

考・判断・表現） 

・調査や見学活動を通して、地方の政治について具体的にふれながら、条例づくりや発表会を通して

考えを深める。（技能） 

・住民自治を基本とする地方自治の考え方や、地方公共団体の仕組みなどについて理解させる。（知識・

理解） 

 

  



４ 単元指導計画（特設につき１３時間扱い） 

時間 本時の目標 学習活動 評価規準 

１ 

・浜中町の特色や課題を把握し、地

方自治について関心を持つこと

ができる。 

・浜中町のＨＰで浜中町の特色や浜

中町役場が行っている仕事を調

べる。 

・地方の政治に関心を持ち、自らも

住人の一人として住民自治を担

う存在であることに気づいてい

る。（関心・意欲・態度） 

２ 

・地方議会の制定する条例と、二元

代表制の仕組みを中心に地方公

共団体の政治について理解する。 

・直接請求権について、住民の権利

の観点から考える。 

・日本各地で施行されている特色あ

る条例について調べる。 

・直接請求権の意義について考え、

自分の意見をまとめることがで

きる。 

・特色ある条例を見つけることによ

り、浜中町にも取り入れられるか

どうか判断できる。 

（思考・判断・表現） 

・地方自治の仕組みを、地方自治と

首長の役割を中心に理解してい

る。（知識・理解） 

３ 

・地方公共団体のお金がどのように

使われ、財源がどのようになって

いるかについて理解する。 

・地方公共団体が抱える財政上の課

題とその解決方法について考え、

話し合ったことを発表する。 

・浜中町の統計資料をもとに、歳入

や歳出について調べる。 

・浜中町の将来の財政について話し

合い、課題と解決方法を発表す

る。 

・地方財政の課題と将来の財政の在

り方について多面的・多角的に考

え、その解決方法を表現してい

る。（思考・判断・表現） 

・統計資料から地方財政の歳入や歳

出を読み取っている。（技能） 

４ 

・住民参加にはさまざまな方法があ

ることを理解する。 

・今後、自分がどのように地域社会

や政治に関わっていくかを考え、

将来の主権者としての意識を持

つ。 

・住民投票について具体例を挙げな

がら理解する。 

・私たちがどのような形で地域社会

や政治に関わっていけるのか話

し合い、意見を発表する。 

・自らと政治との関わりについて多

面的・多角的に考察している。 

（思考・判断・表現） 

・住民の政治参加の方法について、

そのあらましを理解している。 

（知識・理解） 

５
・
６ 

・浜中町が今後もよりよい町として

発展していくために必要な課題

を見つける。 

・見つけた課題をまとめ、発表でき

る形にまとめる。 

・グループに分かれ、浜中町に必要

な課題を見つける。 

・見つけた課題を文章にまとめる。 

①浜中町をもっとよくするための

意見交流 

・浜中町の発展に必要な課題を積極

的に見つけ出すことができる。 

（関心・意欲・態度） 

・見つけた課題をまとめることがで

きる。（思考・判断・表現） 

７
・
８ 

・浜中町役場の各部署を見学し、

様々な行政が行われていること

を理解する。 

・役場の担当者に自分たちで見つけ

た課題を発表する。 

・浜中町役場を見学し、様々な仕事

が行われていることを知る。 

・自分たちで見つけた課題を役場の

担当者に発表し、アドバイスを受

ける。 

②浜中町役場を訪問見学 

・地方行政において、様々な業務が

行われていることを理解する。 

（知識・理解） 

・自分たちで見つけた課題を相手に

発表し、アドバイスを聞くことが

できる。 

（思考・判断・表現）（技能） 



９
～
11 

・役場でいただいたアドバイスを加

え、浜中町をよりよくするための

条例を作成する。 

・発表に向けての練習をする。 

・グループ活動を通して浜中町をよ

りよくするための条例をパワー

ポイントでまとめる。 

・まとめた内容を全体に発表できる

ように練習する。 

・様々な意見を効果的にまとめるこ

とができる。 

（思考・判断・表現）（技能） 

・分かりやすい発表にするための練

習に意欲的に取り組むことがで 

きる。（関心・意欲・態度） 

12 

・よりよい浜中町にするための条例

を発表する。 

・他のグループの発表を通して、自

分たちが作成した条例の成果と

課題を学び取る。 

・他のグループの発表を聞いて批評

しながら、浜中町をよりよくしよ

うとしている自分たちの活動を

振り返る。 

③「浜中町をよりよくする条例」発

表会 

・条例の発表を通して浜中町をより

良くしようとする思いを伝え、ま

た批評することができる。 

（思考・判断・表現） 

13
（
本
時
） 

・よりよい浜中町にするための条例

を発表する。 

・他のグループの発表を通して、自

分たちが作成した条例の成果と

課題を学び取る。 

・他のグループの発表を聞いて批評

しながら、浜中町をよりよくしよ

うとしている自分たちの活動を

振り返る。 

③「浜中町をよりよくする条例」発

表会 

・条例の発表を通して浜中町をより

良くしようとする思いを伝え、ま

た批評することができる。 

（思考・判断・表現） 

 

※グループ構成について 

本校３学年は２０名なので１班５名で編成されている。本単元においても同様に１班５名の４グ

ループでの活動を展開していく。 

 

※条例のスタイルについて 

条例については以下の形に基づいて作成していけるような支援を行っていく。 

①なぜ、この条例を作ろうと思ったか 

②生徒の目に映っている浜中町の現状を具体的に説明する 

③条例によってどのように変わっていくか、その効果についても説明する 

 

  



５ 本時の指導 

（１）本時の目標 

・条例の発表を通して浜中町をより良くしようとする思いを伝え、また批評することができる。 

（思考・判断・表現） 

 

（２）本時の展開（１３時／１３時） 

 生徒の活動 教師の支援 備考 

導
入
５
分 

・発表に向けて原稿等の準備をする。 

 

 

 

・発表に向けての説明を行う。 

・意見、感想用紙を配布する。 

※教師が司会を

行う。 

展
開
（
１
）
20
分 

・自分の班の発表が回ってきたらパワ

ーポイントの準備（ソフト起動） 

・発表者がグループで作成した条例を

発表する。 

○４人が発表者となる。 

○１人はマウスのクリック又は掲示、

提示を担当する。 

・発表後、感想や意見を記入する。 

・感想や意見をもとに質疑応答を行

う。 

 

 

 

 

 

・感想記入の際により深い質疑になる

ようなアドバイスを与える。 

・質疑応答の際には論旨を外さないよ

うにフォローを行う。 

※発表時間は各

班４分半から

５分とする 

※意見、感想記

入は３分間と

する 

展
開
（
２
）
20
分 

・次のグループの発表となる。 

・展開（１）と同様の流れとなる。 

 

 

 

 

・展開（１）と同様の支援を行う。 

 

 

ま
と
め
５
分 

・ゲストティーチャーの講評を聞く。 

・教師のまとめを聞く。 

・２つの班の発表と議論の推移につい

てコメントする。 

 

・次時の確認を行う。 

※ゲストティー

チャーの講評

をメインに据

える。 

 

（３）本時の評価 

・条例の発表を通して浜中町をより良くしようとする思いを伝え、また批評することができたか。 

（思考・判断・表現） 


